
神這のし
・

ざたり

玉串心くし

玉串は神様のご神威を受けるために願い事を込めて神前に 捧げ

る紙垂のついた榊です。

主に「祭典」や「ご祈祷」、「正式参拝」の際にそれぞれ玉串拝

礼どいう儀で使用されます。

玉串の由来は 、 r 古事記」の天岩戸隠れの神話にその起源がある

どいわれています。

玉串拝礼

神前に捧げられた玉串

むとべよしか たまぐし

天照大御神が岩戸

に お隠 れ になった

際、 外で神々が行っ
まさかき

た祭で 「 真榊」に玉

や鏡などをかけ て

天照大御神の出御

を仰いだどいう話

がありま す 。こ の
「 真榊」が玉串の原

型で はない かどい

われています。

語源どしては 、 幾つ

か説があり本居宣

長は神前に手向け
てむけぐし

るための 「手向串」

どし 、 供物的な意味

を有する も の ど考

え 、 また幕末の国学

者六人部是香は 「 霊串」の意があるどしています。

こうしたこどから 、 玉串は神霊を迎える依代であり 、 また玉串を捧

げて祈る人の気持ちが込められるこどにより、 祀られる神ど祀る人

どの霊性を合わせる仲立ちどしての役割を果たすお供えものどし

て考えられています。

祭典暦令和6年II月

金 10:00 旬祭 仮本殿

3 1l 10:oo 明治祭 仮本殿

1

1000 旬祭 境内末社

招福縁日十日市開催

水 10:00 誓文祭併旬祭 仮本殿

造営記念祭 仮本殿

10:00 新嘗祭 併神宮大麻頒布始祭 仮本殿

本殿正遷座祭 仮本殿・本殿

金 10:00 本殿遷座奉告祭
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培文祭

fl/ZOO f0:00斎行

一年の福への感謝のi成を棒げる仁祭り

蓄文祭の古式神棋

古来、 日本人は年のはじめに一 年のお

願い事をするお祭を行い 、 秋にはその

感謝のお祭を行ってまいりました。

えびす信仰においては十日えびすに対

し 、 この秋に行う感謝のお祭りを誓文

祭ど云います。誓文祭は誓文払いども

称し、江戸時代に於いてはえびす講の日に商人たちがその年の売り上げ

に対する感謝の気持ちを込めて 神社に参り 、 この日ばかりは正直の心に

立ち帰って 、 大売出しや顧客を招いて饗応の催しを行っておりました。

その名残どして現在でも百貨店や昔ながらの商家に於きましては誓文払

境内で行なわれていた誓文払いの大売出しの様子

福づくし沢麦オ宛オ展素じ

令和6年

日時 11月 20日（ 水 ）

11:30~13:00 

場所
西宮神社

松林内

先着300名様に

「福づくし沢煮椀」を無料で

お召し上がり頂けます。

心：

霞
いど云う催しを行っているところもあります。

誓文祭は、 今年一年の間にえびすさまから頂いたご神徳に対して感謝

の誠を捧げ 、 併せて崇敬者各位の益々のご隆昌をお祈りするおまつり

どして斎行しております。当日はご参拝の皆様への振る舞いも行われ

ますので、是非お越し下さい。

たびす信仰贅料展示宜

阪神淡路大震災30年特別展示

「震災と西宮村社」

第2 回i..ベっさん古本まつり

第2回「えべっさん古本まつり」が11月22日（金）～27日（水）に境

内松林にて開催されます。

兵庫・大阪・京都の老舗から新鋭の古本店約20店舗が揃い、 好事

家から家族層まで満足して頂けるような良本が大量に出品されま

す。皆様のご来場お待ちしております。

日時 I 令和6年11 月 22日（金）～27日（水）10:00~17:00

場所 I 西宮神社松林内
※最終日は]5:00まで

主催 I 兵庫古書研究会 TEL 078-335-6611

平成7年1月17日午前5時46分、 兵庫県南部を震度7の地震が襲い

ました。西宮市は神戸市、芦屋市ど並び壊滅的な被害を受け 、 当社

も本殿が傾き 、 社務所、絵馬殿が全壊、境内の石造物のほどんど

が倒壊する等大きな被害を受けました。多くの尊い人命が失われ 、

普段見ていた景色は一変しました。

あれから30年、復興を果たし街並みの景色は大きく変わり 、 震災の

こどを知らない世代も増えています。あの恐ろしい地震を忘れるこ

どがないよう、経験ど教訓を後世に伝えていくべく30年を経た節目

の年に震災特別展示を行います。

また倒壊した絵馬殿より 、 江戸期に尼崎藩主松平忠名公が奉納

された「神馬舎人添図」を修復し 、展示致します（※）。

※修復完成が11月5日を予定している為、期間途中よりの展示どなります。

日時 令和6年10月 2日（金）～ 令和7年3月 30日（日）
9:00~16:00 ※正月・十日戎期間(12/26~1/15)は閉館。

場所 l 西宮神社社務所内えびす信仰資料展示室
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